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３
／
☎
㉓
３
７
０
１

《
夜
間
初
級
コ
ー
ス
》

⃝
日
時
　
２
月
15
日
㈬
～
３
月
26

日
㈪
（
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
）

／
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

⃝
申
込
受
付
日
時
　
２
月
８
日
㈬

／
午
前
９
時
～
午
後
６
時

⃝
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
受
講
料
　
１
万
円

⃝
定
員
　
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
受
付
日
の
午
後
６
時
か
ら

抽
選
）

⃝
申
込
方
法
　
受
付
時
間
内
に
申

し
込
み
後
、
午
後
６
時
に
受
講
料

を
持
参
し
、
再
度
セ
ン
タ
ー
へ

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
５
１
２

　
９
月
診
療
分
以
降
の
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
は
、
作
成
シ
ス
テ

ム
の
変
更
に
伴
い
、
３
月
上
旬
頃

の
送
付
と
な
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
２

⃝
受
賞
商
品　
▽
最
優
秀
賞
（
１

人
）　
図
書
カ
ー
ド
１
万
円
相
当

▽
優
秀
賞
（
２
人
） 

図
書
カ
ー

ド
５
、
０
０
０
円
相
当

⃝
そ
の
他　
採
用
作
品
に
関
す
る

一
切
の
権
利
は
本
市
に
帰
属
し
、

応
募
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

問
本
庁
舎
地
域
支
援
課　
内
２
２

５
７

⃝
受
験
資
格
　
高
等
学
校
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）、
ま
た
は
同

等
の
学
力
を
有
す
る
方
（
中
学
校

卒
業
で
も
履
修
が
可
能
と
認
め
ら

れ
る
方
を
含
む
）
※
年
齢
不
問

⃝
定
員
　
30
人

⃝
試
験
科
目
　
国
語
、
数
学
、
作

文
、
面
接

⃝
試
験
日
　
２
月
２
日
㈭

⃝
試
験
会
場
　
白
河
医
師
会
白
河

准
看
護
学
院
（
北
中
川
原
）

⃝
受
付
期
間
　
１
月
10
日
㈫
～
26

日
㈭
（
郵
送
は
期
間
内
必
着
）

※
受
験
要
項
・
出
願
書
類
を
郵
送

希
望
の
場
合
は
、
送
付
先
の
住
所

・
氏
名
を
記
入
の
う
え
、
１
４
０

円
切
手
を
貼
っ
た
角
２
号
封
筒
を

同
封
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
白
河
医
師
会
白
河
准
看
護
学
院

〒
961
︲
0054
白
河
市
北
中
川
原
３
１

　
個
人
で
新
た
に
事
業
を
始
め
よ

う
と
お
考
え
の
方
へ
、
起
業
支
援

室
を
貸
し
出
し
ま
す
。
入
居
期
間

中
は
、
事
業
が
軌
道
に
乗
る
よ
う

起
業
相
談
員
が
無
料
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

⃝
応
募
期
限　
１
月
31
日
㈫
ま
で

（
入
居
審
査
あ
り
）

⃝
所
在　
市
産
業
プ
ラ
ザ
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
（
道
場
小
路
）

⃝
募
集
数　
２
室

⃝
利
用
料
金　
月
２
万
２
、
８
０

０
円
（
別
途
管
理
料　
月
３
、
０

０
０
円
）

　

 

図
書
館
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
、
多
数
講
演
を
さ
れ
て
い

る
後ご

藤と
う

暢と
お
るさ
ん
（
元
国
会
図
書
館

勤
務
・
元
専
修
大
学
文
学
部
教
授
）

を
招
き
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時　
１
月
15
日
㈰
／
午
前
10

時
～
正
午

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
中
会
議
室

１
・
２
（
道
場
小
路
）

⃝
講
演　
図
書
館
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
お
い
し
い
関
係

⃝
定
員　
１
２
０
人

⃝
申
込
方
法　
事
前
に
市
立
図
書

館
に
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、
直

接
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
市
立
図
書
館
☎
㉓
３
２
５
０

　
毎
年
１
月
26
日
は
、
文
化
財
防

火
デ
ー
で
す
。

　
貴
重
な
文
化
財
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
、
市
教
育
委
員
会
お
よ
び

白
河
消
防
署
で
は
、
地
元
消
防
団

の
協
力
を
得
て
、
次
の
日
程
で
防

御
訓
練
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
、
消
防
署
員
お

よ
び
消
防
団
員
が
出
動
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時
　
１
月
22
日
㈰
／
午
前
10

時
か
ら

⃝
場
所
　
大
名
家
墓
所
（
円
明
寺
）

問
本
庁
舎
文
化
財
課
☎
㉗
２
３
１
０

　
第
17
回
中
山
義
秀
文
学
賞
を
受

賞
し
た
「
孤
鷹
の
天
」
の
著
者
で

あ
る
澤さ

わ
だ田
瞳と

う
こ子
さ
ん
に
よ
る
「
受

賞
記
念
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時　
１
月
21
日
㈯
／
午
後
1

時
30
分
か
ら

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
多
目
的
ホ

ー
ル
（
道
場
小
路
）

⃝
講
演　
奈
良
・
平
城
京
を
考
え

る⃝
入
場
料　
無
料

問
中
山
義
秀
顕
彰
会
事
務
局
（
中

山
義
秀
記
念
文
学
館
内
）
☎
㊻
３

６
１
４

⃝
日
時
　
１
月
28
日
㈯
～
31
日
㈫

／
午
前
10
時
～
午
後
５
時

⃝
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
受
講
料
　
３
、
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
）

⃝
定
員
　
50
人
（
先
着
、
託
児
あ

り
）

※
受
講
後
は
ス
タ
ッ
フ
会
員
と
し

て
登
録
活
動
で
き
ま
す
。

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
緊
急
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
白
河
中
央
支
部
☎
㉓
６
４
５

０
（
FAX
兼
用
）

　
市
で
は
、
耐
震
診
断
を
行
う
建

築
士
を
派
遣
す
る
「
木
造
住
宅
耐

震
診
断
者
派
遣
事
業
」
を
実
施
し
、

耐
震
化
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

⃝
募
集
戸
数
　
５
戸　
※
先
着
順

⃝
募
集
期
間
　
１
月
10
日
㈫
～
20

日
㈮

⃝
対
象
住
宅
　
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
、
市
内
に
建
て
ら
れ
て

い
る
木
造
住
宅

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
専
用

住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
戸
建
て
住
宅

③
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
工
法
、

枠
組
壁
工
法
等
に
よ
り
建
築
さ
れ

た
木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

④
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ
る
耐
震

診
断
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

⃝
個
人
負
担
額
　
６
、
０
０
０
円

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
建
築
住
宅
課　
内
２
２
６
５

⃝
日
時　
１
月
23
日
㈪
／
午
後
２

時
～
４
時

⃝
場
所
　
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

（
久
田
野
）

⃝
内
容
　
講
演
「
震
災
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
か
ら
心
の
健
康
を
守
る
た

め
に
」　
講
師　
武
蔵
野
大
学
人

間
関
係
学
部
教
授　
藤ふ

じ
も
り森
和か

ず
み美
氏

⃝
定
員
　
90
人　
※
入
場
無
料

⃝
申
込
期
限
　
１
月
16
日
㈪
ま
で

⃝
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５
６
４
９

21 20
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くらしの
情 報 館

⃝
申
込
方
法
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
様
式
に
記
入
の
う
え
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
産
業
サ
ポ
ー
ト
白
河
☎
㉑
７
３

６
１

 　
市
循
環
バ
ス
は
、
４
月
か
ら
運

行
路
線
の
変
更
を
予
定
し
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
親
し
み
や
す
い
愛
称

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⃝
募
集
期
間　
１
月
４
日
㈬
～
31

日
㈫

⃝
募
集
内
容　
①
市
循
環
バ
ス
の

愛
称
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
分
か

り
や
す
い
も
の　

②
白
河
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
お

よ
び
風
土
な
ど
白
河
市
に
ゆ
か
り

を
感
じ
さ
せ
る
も
の　

③
呼
び
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
も
の

④
応
募
作
品
は
自
作
未
発
表
の
も

の
で
、
第
三
者
の
著
作
権
、
商
標

権
を
侵
害
し
な
い
も
の

⑤
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
も
の

⃝
応
募
資
格　
市
内
に
在
住
ま
た

は
通
学
・
通
勤
を
し
て
い
る
方

⃝
応
募
方
法　
本
庁
舎
地
域
支
援

課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
様
式
に
ご
記
入
の
う
え
、
Ｅ
メ

ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
な
ど
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

案
内

募
集

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

医
療
費
の
お
知
ら
せ

起
業
支
援
室
入
居
者

市
循
環
バ
ス
愛
称

パ
ソ
コ
ン
教
室

第
17
回
中
山
義
秀
文
学
賞

「
贈
呈
式
・
受
賞
記
念
講
演
会
」

　すべての企業・事業所が対象の調査
です。調査票は、１月末日までにお届
けします。
　調査へのご回答をお願いします。

問本庁舎企画政策課　内2328
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白
河
准
看
護
学
院
学
生

文
化
財
防
火
デ
ー

こ
ど
も
緊
急
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
会
員
養
成
研
修
会

「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣

事
業
」
に
よ
る
診
断
希
望
者

心
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

経済センサスキャラクター



 3 4

⃝
受
講
料
　
▽
４
回
分
　
３
、
０

０
０
円
（
入
園
料
等
も
含
む
）

⃝
定
員
　
10
人　
※
先
着
順

⃝
申
込
方
法
　
１
月
４
日
㈬
か
ら

受
付
開
始
（
電
話
申
込
可
）

※
平
服
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

問
翠
楽
苑
☎
㉓
６
８
８
８

　
福
島
地
方
法
務
局
で
は
、
震
災

に
よ
り
、
倒
壊
・
流
失
し
た
建
物

に
つ
い
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
建
物
所

有
者
か
ら
の
申
請
に
よ
ら
ず
登
記

官
の
権
限
に
よ
り
滅
失
登
記
を
行

い
ま
す
。

⃝
調
査
期
限
　
３
月
下
旬
ま
で

⃝
調
査
場
所
　
市
内
全
域

⃝
調
査
方
法
　
福
島
地
方
法
務
局

か
ら
委
託
を
受
け
た
事
業
者
が
、

原
則
と
し
て
建
物
の
外
観
か
ら
調

査
を
行
い
ま
す
。
滅
失
の
判
断
に

つ
い
て
、
所
有
者
の
意
向
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
面
談

等
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⃝
通
知
　
滅
失
登
記
を
行
っ
た
と

き
は
、
登
記
簿
上
の
所
有
者
に
通

知
し
ま
す
。

⃝
費
用
　
法
務
局
が
負
担
し
ま
す
。

問
福
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記

部
門
滅
失
登
記
等
作
業
総
括
事
務

局
☎
０
２
４
︲
５
３
４
︲
１
１
２

７
／
０
１
２
０
︲
２
２
７
︲
７
４

６
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル
）

　
震
災
に
よ
り
住
宅
や
家
財
な
ど

に
被
害
が
あ
っ
た
場
合
、
損
失
額

を
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と

で
、
税
の
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
損
失
額

の
算
定
に
つ
い
て
個
別
の
相
談
を

行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
損
失
額
の
算
定
に
は
時

間
を
要
し
ま
す
。
必
ず
予
約
し
て

か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
の

際
に
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

◦
日
時　
1
月
10
日
㈫
～
31
日
㈫

／
午
前
9
時
～
午
後
4
時

問
本
庁
舎
課
税
課　
内
２
１
２
７

／
各
庁
舎
総
務
課　
表
郷
☎
㉜
２

１
１
２　
大
信
☎
㊻
２
１
１
３

東
☎
㉞
２
１
１
２

　　
１
月
４
日
か
ら
井
戸
水
の
放
射

能
検
査
の
申
込
方
法
が
変
わ
り
ま

す
。
本
庁
舎
生
活
環
境
課
・
水
道

部
・
各
庁
舎
・
各
行
政
セ
ン
タ
ー

に
予
約
無
し
で
持
ち
込
み
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
１
ℓ
以
上
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
部
☎
㉗
３
２
２
１

　
お
茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
茶
会
で
の
あ
い
さ
つ
な
ど

一
連
の
動
作
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
日
時
　
１
月
31
日
㈫
、
２
月
７

日
㈫
・
14
日
㈫
・
21
日
㈫
／
午
前

９
時
～
正
午

⃝
会
場
　
南
湖
公
園
「
翠
楽
苑
」

23 22

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
名
も
な
き
英
雄
た
ち
』

市
長
の

手
控
え
帖

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
倒

壊
等
建
物
の
滅
失
登
記

は
「
名
も
な
き
英
雄
」
が
支
え
て
い
ま
す
。

　
市
内
八
つ
の
中
学
生
と
の
懇
談
会
を
ひ
と
と
お

り
終
え
ま
し
た
。
皆
さ
ん
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
で
聴

い
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た

り
、
答
え
が
す
ぐ
に
出
せ
な
い
よ
う
な
鋭
い
意
見

が
あ
っ
た
り
、
私
に
と
っ
て
も
い
い
勉
強
の
場
に

な
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
中
学
生
の
頃
も
悩
ん
だ

が
、
今
で
も
毎
日
悩
み
迷
っ
て
い
る
こ
と
。
や
が

て
世
界
で
活
躍
し
よ
う
と
も
、
出
発
点
は
白
河
で

あ
り
、
そ
の
歴
史
や
伝
統
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
。

ま
た
「
偉
い
」
と
は
何
か
を
問
い
か
け
た
。
社
会

的
地
位
に
あ
る
か
ら
、
裕
福
だ
か
ら
偉
い
と
は
い

わ
な
い
。
家
庭
を
守
り
、
懸
命
に
働
き
、
地
域
の

行
事
に
汗
を
か
く
。
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
、
力

の
及
ぶ
限
り
誠
実
に
果
た
そ
う
と
す
る
こ
と
、
こ

れ
こ
そ
が
「
偉
い
」
と
の
思
い
を
話
し
た
。

　
近
頃
、
よ
く
「
少
年
よ　
大
志
を
抱
け
」
の
意

味
を
考
え
る
。
一
般
的
に
は
、
近
代
化
を
目
指
す

明
治
の
精
神
と
重
な
り
、「
立
身
出
世
」
と
理
解
さ

れ
て
い
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
言
葉
に
は
よ
く
働

き
・
祈
り
・
礼
節
を
わ
き
ま
え
、
明
治
日
本
の
礎

と
な
る
よ
う
に
と
の
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
首
相
は
中
間
層
を
厚
く
す
る
こ
と
の
必
要
性
を

力
説
し
て
い
る
。
社
会
の
中
間
層
と
は
こ
う
い
う

人
々
を
指
し
て
お
り
、
こ
こ
に
位
置
す
る
人
た
ち

の
、
労
働
・
金
銭
、
文
化
・
宗
教
に
対
す
る
価
値

観
が
、
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
20

年
来
の
、
構
造
改
革
や
市
場
主
義
で
格
差
が
広
が

り
、
中
間
層
が
ぐ
ん
と
薄
く
な
っ
た
。
こ
れ
が
社

会
を
不
安
定
に
し
て
い
る
要
因
で
も
あ
る
。
幕
末

か
ら
明
治
に
か
け
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
は
、
日

本
人
に
対
し
て
同
じ
よ
う
な
印
象
を
残
し
て
い
る
。

「
彼
ら
の
礼
節
・
素
朴
さ
、
勤
勉
・
器
用
さ
、
質

実
さ
は
優
れ
た
美
徳
で
あ
り
、
日
本
の
飛
躍
を
暗

   

原
発
事
故
後
に
消
防
・
警
察
・
自
衛
隊
で
献
身

的
行
動
を
と
っ
た
「
福
島
の
英
雄
た
ち
」
へ
、
ス

ペ
イ
ン
皇
太
子
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
大
震
災

に
、
冷
静
か
つ
責
任
を
持
っ
て
対
処
し
た
多
く
の

名
も
な
き
英
雄
に
対
す
る
賞
賛
で
す
。

　
発
災
直
後
、
上
り
の
新
幹
線
が
大
谷
地
で
急
停

止
し
た
。
自
動
制
御
技
術
の
高
さ
に
敬
服
す
る
と

と
も
に
、
乗
客
を
中
央
中
体
育
館
に
避
難
さ
せ
た

駅
長
ら
の
迅
速
な
働
き
。
市
内
の
工
場
も
大
き
く

被
災
し
た
。
交
通
・
通
信
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、

泊
り
込
ん
で
事
に
あ
た
る
士
気
旺
盛
な
社
員
と
的

確
な
工
場
長
の
指
揮
。
目
を
見
張
る
ほ
ど
の
ス
ピ

ー
ド
で
回
復
さ
せ
た
。
東
北
六
県
の
主
要
国
道
・

河
川
を
管
理
す
る
国
交
省
東
北
整
備
局
。
地
震
で

各
地
か
ら
の
映
像
が
切
れ
た
。
被
害
状
況
が
分
か

ら
ず
混
乱
す
る
中
、
あ
る
職
員
が
「
局
長
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
。
即
座
に

指
示
し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
の
撮
影
で
全
体
を

把
握
。
通
行
不
能
と
な
っ
た
、
三
陸
の
生
命
線
国

道
45
号
を
総
力
を
あ
げ
短
時
間
で
復
旧
。
判
断
が

遅
れ
て
い
た
ら
、
津
波
に
の
み
込
ま
れ
た
仙
台
空

港
か
ら
は
飛
べ
な
か
っ
た
。
驚
嘆
す
べ
き
現
場
の

力
で
す
。
隠
れ
た
ヒ
ー
ロ
ー
が
各
地
に
い
ま
し
た
。

　
「
一
隅
を
照
ら
す
は
国
の
宝
」。
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
の
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
は
起
死
回
生
の
大
ヒ
ッ
ト

と
な
っ
た
。
社
長
は
い
う
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

品
質
設
計
・
生
産
・
営
業
の
歯
車
が
う
ま
く
か
み

合
っ
た
、
だ
か
ら
「
社
員
全
部
で
つ
く
っ
た
」
と
。

各
々
が
縁
の
下
の
力
持
ち
と
な
り
、
自
分
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
で
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
。
会
社

示
し
て
い
る
」。
名
も
な
き
英
雄
こ
そ
が
社
会
を

支
え
て
い
ま
す
。

　　
過
日
、
政
府
は
原
発
の
冷
温
停
止
状
態
を
宣
言

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
誰
も
原
子
炉
の
中
を
見
た

者
は
お
ら
ず
、
再
臨
界
の
恐
れ
が
な
い
と
は
い
え

な
い
と
、
冷
め
た
目
で
見
て
い
ま
す
。「
収
束
」
が

虚
し
く
響
く
ほ
ど
本
県
に
残
さ
れ
た
爪
跡
は
あ
ま

り
に
大
き
く
深
い
。
国
や
東
電
が
前
面
に
立
た
な

け
れ
ば
道
は
で
き
な
い
の
に
、
は
や
舞
台
か
ら
降

り
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
今
回
の
避
難
者
等
へ
の
賠
償
指
針
の
決
め
方
も

拙
劣
で
機
械
的
。
早
く
片
づ
け
て
店
じ
ま
い
し
た

い
と
の
意
図
が
透
け
て
見
え
る
。
放
射
能
に
よ
る

健
康
不
安
を
懸
念
す
る
生
活
。「
福
島
」
と
い
う
だ

け
で
偏
見
や
差
別
の
目
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
ひ

と
し
く
県
民
は
被
害
者
で
あ
り
、
県
を
あ
げ
て
復

興
に
気
力
を
ふ
り
し
ぼ
る
大
事
な
と
き
に
、
県
内

を
分
断
す
る
や
り
方
は
許
せ
な
い
。
苦
し
む
人
た

ち
に
寄
り
添
う
ど
こ
ろ
か
、
一
刀
の
も
と
に
切
り

捨
て
る
冷
た
さ
。
被
災
県
を
軽
ん
じ
て
い
る
か
、

不
信
の
目
で
見
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。

　
今
、
放
射
能
と
い
う
妖
怪
に
翻
弄
さ
れ
て
い
る

福
島
を
支
援
す
る
た
め
の
法
律
が
準
備
さ
れ
て
い

る
。
時
が
移
り
内
閣
が
変
わ
っ
て
も
、
引
き
続
き

国
の
支
援
を
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
は
「
福
島
再
生
法
」
が
極
め
て
大
事
で
、
こ

れ
が
復
興
の
最
後
の
砦
に
な
る
と
思
う
。

　
実
の
あ
る
内
容
を
盛
り
込
む
た
め
、
県
は
全
て

の
力
を
集
結
し
、
国
に
迫
る
よ
う
働
き
か
け
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。
私
た
ち
の
前
に
は
荒
野
が
広
が

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
世
界
が
賞
賛
し
た
よ
う
に
、

福
島
県
に
も
白
河
に
も
、
誠
実
で
公
共
心
に
富
ん

だ
、
名
も
な
き
英
雄
が
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
手
を

携
え
、
確
か
な
明
日
へ
向
け
た
歩
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

案
内
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問本庁舎国保年金課　内2175

後期高齢者医療制度に加入している皆さんへ

　医療機関の窓口で支払った１か月の自己負担限度額が下表の限
度額を超えた場合、高額療養費の口座登録の申請をすることで、
限度額を超えた分が「高額療養費」として支給されます。
　高額療養費の口座登録を一度行えば、次回からは該当した月が
あれば、自動的に登録した口座に振り込まれます。
　なお、高額療養費は「福島県後期高齢者医療広域連合」より支
給されます。
注食事代、病衣着・差額室料等保険対象外のもの、介護保険利用
　料は含みません。

現役並み所得者⇒住民税の課税所得が「145万円以上」の被保険者がいる世
　　　　　　　　帯に属する方
低所得者Ⅱ⇒世帯の全員が住民税非課税の方
低所得者Ⅰ⇒世帯の全員が住民税非課税で、かつ年金収入等がそれぞれ80
　　　　　　万以下の方

■医療費が高額になったとき（高額療養費）

世 帯 区 分 外来
（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並み所得者    44,400円 80,100円＋(医療費－267,000)×1％
※４回目以降の場合44,400円

一　　  般    12,000円                 44,400円
低所得者Ⅱ      8,000円                 24,600円
低所得者Ⅰ                 15,000円

問本庁舎地域支援課　内2256

第四期地域協議会委員および
　地域づくり協議会委員を募集します

　市では、地域自治区や白河地域に、市民の皆さんからの
地域に対する意見、提案などの検討、取りまとめや市長等
の諮問に応じ意見を述べることができる組織として地域協
議会を各地域自治区に設置し、白河地域には同等の機能を
持った地域づくり協議会を設置しています。
　広く市民の皆さんの意見を市政に反映させるため、一般
公募の委員を募集しますので、地域自治区や白河地域の活
性化に関心をお持ちの方からの応募をお待ちしています。 
◦応募資格　市内に住所を有し、在住する満18歳以上
　　　　　　（平成23年４月１日現在で高校生を除く）
◦募集人数　各地域協議会および地域づくり協議会とも　
　　　　　　に若干名
◦応募期間　１月16日㈪～２月13日㈪　
◦応募方法　応募申込書（指定様式）および作文（テーマ
　　　　　　「地域活力の向上を図るには」）を、本庁舎地
　　　　　　域支援課・各庁舎総務課に提出してください。
　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、お問い合
わせください。

飲
用
井
戸
水
の
放
射
能
検
査

初
心
者
茶
道
教
室

雑
損
控
除
等
の
個
別
相
談


